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研究成果の概要（和文）：視線追跡デバイスを用いた観光資源コンテンツに対する来場者の注視領域から導出さ
れる関心度について，来場者がどのような閲覧行動を行なっているかを計測することで有効性を高める検討を行
った。具体的には観測対象となる観光資源コンテンツに設置された単眼カメラのフレーム画像に対して機械学習
モデルによって画像認識された来場者の身体的特徴から推測される「人物動作」と，画像解析によるヘッドトラ
ッキング計測から推定される「視線方向」を用いて行動パターンを判別するモデルを作成し，検証実験を行っ
た。観測カメラに対して横方向に移動する来場者について，それぞれの行動パターンに特徴的傾向があり判別可
能であることが確認できた。

研究成果の概要（英文）：We examined how to improve the effectiveness of the degree of interest 
derived from the gaze area of visitors to tourism resource content using a line-of-sight tracking 
device by measuring what kind of browsing behavior the visitors are doing. Specifically, by image 
analysis and "human movement" inferred from the physical characteristics of the visitor, which was 
image-recognized by the machine learning model for the frame image of the monocular camera installed
 in the tourism resource content to be observed. We created a model that discriminates behavior 
patterns using the "line-of-sight direction" estimated from head tracking measurement, and conducted
 verification experiments. It was confirmed that the visitors who move laterally with respect to the
 observation camera have a characteristic tendency in each behavior pattern and can be 
discriminated.

研究分野： 観光学

キーワード： 視線解析　ヘッドトラッキング　潜在的注目度　来場者属性推定

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
訪日外国人旅行者が年々増え続ける中、小規模自治体ではマーケティングのノウハウや経験が不足しているた
め、自地域の観光資源に対する注目度を認識できず積極的なアピールなどの取り組みが積極的に行われていな
い。このような自治体が利用しやすい観光資源の注目度調査方法が確率できれば、観光政策の取り組みも向上す
ると推察される。
本研究では、デジタルサイネージを利用して利用者の視線情報から観光資源に対する潜在的注目度を推定する手
法を考案し、利用性の高い調査システムの開発を目指す。提案システムの調査データは、オープンデータとして
共有することで周辺自治体との連携や差別化などの新たな観光政策への貢献を目指した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 少子高齢化社会が進む秋田県において地域活性化対策として観光政策は重要な位置
づけと考えられる。秋田県には、竿灯祭り、かまくら、なまはげ、秋田犬、きりたんぽ
など全国的にも有名な観光資源は存在するが、県が行うディスティネーションキャンペ
ーンなどにおいてもこれら既知の有名観光資源がピックアップされており、新たな観光
資源を創出できているとは言いがたい状況と考えられる。有名な観光資源のアピールも
重要であるが、近年の外国人韓国客は、我々が普段何気なく感じている地域の自然屋町
並み、動物など「日本らしさ」にも注目している人達も多くなっている。これらは日本
人でも意識することなく魅力を感じている「資源」であると考え、これを潜在的意識か
ら抽出し活用する手法を検討することは、新たな観光資源創出の多恵の支援となると考
えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
 訪日外国人旅行者が年々増え続ける中、小規模自治体ではマーケティングのノウハウ
や経験が不足しているため、自地域の観光資源に対する注目度を認識できず積極的なア
ピールなどの取り組みが積極的に行われていない。このような自治体が利用しやすい観
光資源の注目度調査方法が確率できれば、観光政策の取り組みも向上すると推察される。 
本研究では、デジタルサイネージを利用して利用者の視線情報から観光資源に対する潜
在的注目度を推定する手法を考案し、利用性の高い調査システムの開発を目指す。提案
システムの調査データは、オープンデータとして共有することで周辺自治体との連携や
差別化などの新たな観光政策への貢献を目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 

初年度の研究では，観光資源コンテンツとディスプレイに表示して閲覧可能とするア
プリケーションを開発して，視線追跡デバイスを用いて利用者閲覧時の視線データを計
測・解析する試作システムを構築した。試作システムでは，計測された視線データより
コンテンツの興味感心領域に対する注視時間，注視回数を計測し，予備的検討から得ら
れていた注視時間の長いコンテンツ領域を抽出するアルゴリズムを構築した。実証実験
を行うための予備実験では，自治体の発行する観光パンフレットを電子化した画像ファ
イルを観光資源コンテンツとして利用したところ，閲覧者の注視時間と短期記憶との間
に相関関係があることが確認できた。しかし，パンフレットのページ操作もディスプレ
イ上で行うという不自然さが問題点として挙げられたため，実際のパンフレットを閲覧
している様子を Web カメラによりページ操作動作を画像認識し，視線追跡デバイスから
の視線データと連動して計測するシステムを構築した。さらに，観光案内所などに置か
れている観光パンフレットの陳列棚に対する来場者の視線情報も観光地の注目度を図
ることができる有用なデータと考え，広範囲領域に対する視線データを計測するために
Webカメラを利用した閲覧者の頭部姿勢から視線方向を推測するシステムの構築を行っ
た。 

研究初年度に試作検討した視線追跡デバイスによる観光資源コンテンツに対する関
心度を調査するシステムの問題点を改善するため，実際の紙媒体である観光パンフレッ
トに対する視線調査を実現可能とするシステムを開発し検討を行なった。具体的にはデ
ィスプレイ設置型視線追跡デバイスと閲覧ページ解析用 Web カメラが設置されたパン
フレット閲覧台を使用し，被験者が閲覧台に置いた観光パンフレットを自身の手で自然
な閲覧動作を行えるようにした。閲覧台に置くパンフレットの位置は被験者によって異
なるため，事前に登録されているページ画像との特徴点マッチングを行い，閲覧ページ
の認識を自動で行えるように改良した。また，観光施設などの来場者に対する関心度ア
ンケート調査を支援する目的として，広範囲領域に対する視線データを計測するために
Web カメラ映像を用いた閲覧者の頭部姿勢から視線方向を推測するシステムの試作・検
討実験を行なった。令和２年度の検討においては，システム構成の設計から頭部姿勢か
らの注視領域推定アルゴリズムと計測精度，提案システムの計測性能から適用範囲の検
討を行なったところ，カメラ 1台（視野角 90 度）構成の場合，対象領域幅約 7m の範囲
で計測可能となることが確認できた。頭部姿勢を計測するための顔領域認識には機械学
習による顔特徴点モデルを用いているため，不特定多数の閲覧者を同時に計測すること
を可能とした。計測された視野範囲のリアルタイム可視化について，楕円領域表現から



視点の履歴を残像的に表現することで視認性を向上させることができた。 
研究最終年度では，視線追跡デバイスを用いた観光資源コンテンツに対する来場者の注
視領域から導出される関心度について，来場者がどのような閲覧行動を行なっているか
を計測することで有効性を高める検討を行った。具体的には観測対象となる観光資源コ
ンテンツに設置された単眼カメラのフレーム画像に対して機械学習モデルによって画
像認識された来場者の身体的特徴から推測される「人物動作」と，画像解析によるヘッ
ドトラッキング計測から推定される「視線方向」を用いて行動パターンを「閲覧」「チ
ラ見」「素通り」というカテゴリに判別するモデルを作成し，検証実験を行った。観測
カメラに対して横方向に移動する来場者について検討を行ったところ，それぞれの行動
パターンに特徴的傾向が顕現しており，判別可能であることが確認できた。また，観光
施設などの来場者に対する関心度アンケート調査を支援する目的として検討している
関心度データをより効果的に活用するため，年齢，性別，個人・グループなどの来場者
属性ごとに分類が可能となる来場者属性推定手法の検討を行った。具体的には，入場口
や通路などに設置を想定したカメラフレーム画像に対して年齢・性別学習モデルを適用
し，来場者数カウンター機能，個人・グループ判別機能を有する属性推定システムを構
築した。観光施設を想定した環境で検証実験を行ったところ，限定条件においては有効
性が確認できたが，実用可能な推定精度まで高めるためには，環境光の影響考慮，年齢・
性別学習モデルの再構築などの必要性もあった。 
 
 
４．研究成果 
 
視線追跡デバイスを用いた観光資源コンテンツに対する来場者の注視領域から導出さ
れる関心度について，来場者がどのような閲覧行動を行なっているかを計測することで
有効性を高める検討を行った。具体的には観測対象となる観光資源コンテンツに設置さ
れた単眼カメラのフレーム画像に対して機械学習モデルによって画像認識された来場
者の身体的特徴から推測される「人物動作」と，画像解析によるヘッドトラッキング計
測から推定される「視線方向」を用いて行動パターンを判別するモデルを作成し，検証
実験を行った。観測カメラに対して横方向に移動する来場者について，それぞれの行動
パターンに特徴的傾向があり判別可能であることが確認できた。 
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